
Q&A詳細内容

管理番号:NEXT02754　基本-ケアプラン連携

（サービス提供事業所向け）ケアプランデータ連携システムを利用する
ときに、ほのぼのNEXTで必要な初期設定を行いたい。

 以下3つの操作を行います。

1. ［初期設定マスタ］で「様式H」を選択します。
2. ［動作設定］で計画取込元・実績出力先のフォルダを選択します。
3. ［事業所設定］でデータ連携を行う居宅介護支援・介護予防支援等の事業所を選択しま
す。

参考

ケアプランデータ連携システムについて

ほのぼのNEXTでは「提供票連携様式H」を利用し、ケアプランデータ連携システムでやり取りするCSVデー
タの出力や取り込みを行います。

連携対象様式

居宅サービス計画書1表 居宅サービス計画書2表 居宅サービス計画書3表
（週間計画）

サービス利用票（提供票） サービス利用票別表（提供票別表） 利用者基本情報※

（予防基本）

介護予防サービス・支援計画書※

（予防計画）

ガ
イ
ド



※地域包括支援センター等、介護予防支援事業所等と情報共有を行う場合

居宅支援連携設定で「様式H」を選択する

重要

「居宅支援連携設定」はほのぼのNEXT全体で共通の設定です。ほのぼのNEXTでは「様式H」を利用し、ケ
アプランデータ連携システムでやり取りを行います。すでに他の様式で提供票連携を利用している場合「様
式H」に変更すると、これまで利用していた様式では利用できません。

1 メニューバーの［設定］①→［初期設定マスタ］②をクリックします。

［利用状況マスタ］画面が表示されます。

2 ［請求］①をクリックし、［計画転送］②をクリックします。



3 ［居宅支援連携設定］③で「様式H」を選択します。

4 ［保存］④をクリックし、［閉じる］⑤をクリックします。

5 メイン画面で［↓］→［利用状況］→［提供票］または［請求］→［算定］→［提供票］をクリッ
クします。

［提供票］画面が表示されます。

6 ［居宅支援連携］①が表示されていることを確認します。

［居宅支援連携］が表示されない場合は「［居宅支援連携］が表示されない場合」を参照してください。



つづいて、「計画取込元・実績出力先のフォルダを設定する」に進みます。

参考

［居宅支援連携］が表示されない場合

ログインしている職員に居宅支援連携を使用できる権限が付与されていない可能性があります。居宅支援連
携を行えるようにする場合は、ほのぼのNEXTを管理している担当者（管理者）へご相談ください。
なお、ログインしている職員がほのぼのNEXTを管理している担当者（管理者）の場合、以下の方法で設定
します。

1. メニューバーの［切替］→［システム管理メニュー］→［セキュリティ管理］→［セキュリティ基
本］をクリックします。

2. ［セキュリティ基本設定］の［権限設定の適用］でどの権限設定が選択されているか確認します。
法人・施設によって運用方法が異なるため、確認のみで変更は行わないでください。ここでは、［グ



ループ（共通）］を選択している場合を例にしています。

3. 操作手順2で確認した権限設定①を選択し、［機能権限］②をクリックします。
本例では、操作手順2で［グループ（共通）］を選択しているため、［グループ権限設定（共通）］
を選択しています。
［個人］の場合は「個人権限設定」を、［グループ（組合せ）］の場合は「グループ権限設定（組合
せ）」を選択してください。

4. ［セキュリティーグループ③を選択し、［その他］④をクリックします。
本例では、セキュリティーグループで「一般」を選択しています。
［個人］の場合は職員名を、［グループ（組合せ）］の場合は「機能グループ」で変更したいグルー
プ名を選択してください。



5. ［居宅・事業所連携］の［使用］⑤にチェックを付け、［保存］⑥をクリックします。

6. メニューバーの［切替］→［介護保険メニュー］をクリックします。
7. メイン画面で［↓］→［利用状況］→［提供票］をクリック、または［請求］→［算定］→［提供票］
をクリックし、［居宅支援連携］が表示されることを確認します。

計画取込元・実績出力先のフォルダを設定する

ケアプランデータ連携システムでやり取りするCSVデータの出力先や取込元となるフォルダを作成・設定し
ます。

1 利用しているパソコンのデスクトップに計画取込・実績出力する際に使用するフォルダを作成し
ます。

ここでは、計画取込・実績出力する際に使用するフォルダを「ケアプランデータ連携システム用フォルダ」
として作成しています。



参考

ここで設定した「ケアプランデータ連携システム用フォルダ」がルートフォルダになります。ルートフォル
ダの下位に、自動で処理年月、事業所番号ごとにフォルダが作成されます。事業種別・事業所番号ごとにフ
ァイルを出力します。

2 メイン画面で［↓］→［利用状況］→［提供票］、または［請求］→［算定］→［提供票］をクリ
ックします。

［提供票］画面が表示されます。

3 ［居宅支援連携］①をクリックします。



［居宅支援連携H］画面が表示されます。

4 ［計画取込］①をクリックし、［マスタ他］②をクリックします。

［その他の機能］画面が表示されます。



5 ［動作設定］①をクリックします。

［居宅支援連携H動作設定］画面が表示されます。

6 ［フォルダ］①をクリックします。

［フォルダーの参照］画面が表示されます。

7 操作手順1で作成したフォルダを選択し、［OK］をクリックします。

ここでは、操作手順1で作成した「ケアプランデータ連携システム用フォルダ」を選択しています。

参考

onlineプラットフォームやリモートデスクトップ環境でほのぼのNEXTを利用している場合は、フォルダの選
択方法が異なります。詳しくはQ&A「CSVファイルの出力先に、利用しているパソコンの任意のフォルダを
指定（変更）する方法を確認したい。」を参照してください。

［居宅支援連携H動作設定］画面が表示されます。

8 選択したフォルダ②が表示されることを確認し、［確定］③をクリックします。

参考



フォルダの設定は、ログインしている職員ごとに登録が必要です。

［居宅支援連携H］画面が表示されます。

つづいて、「データ連携を行う居宅介護支援事業所を選択する」に進みます。

データ連携を行う支援事業所を選択する

ケアプランのデータ連携を行う居宅介護支援・介護予防支援等の事業所を選択します。

1 ［計画取込］①をクリックし、［マスタ他］②をクリックします。



［その他の機能］画面が表示されます。

2 ［事業所設定］①をクリックします。

［居宅支援連携H事業所設定］画面が表示されます。

3 自事業所①を選択し、ケアプランのデータ連携を行う居宅介護支援・介護予防支援等の事業所に
チェック②を付けます。

同一事業所番号の事業所が複数存在する場合、同時に同一事業所番号の事業所にチェックが付きます。

4 ［保存］③をクリックし、［閉じる］④をクリックします。



［居宅支援連携H］画面が表示されます。

5 ［支援事業所番号］①の選択や［取込元］②が表示されていることを確認します。



https://www.ndsoft.jp/product/bpo/?source=next_support_page
https://www.ndsoft.jp/product/bpo/?source=next_support_page

